







Investigation of 01d Building Concrete 
( 6. Fukui Prefectural Office) 
Hideo KAWAKAM.I 
(Received July 31， 1980) 
An investigation was carried out on the 54 years old rein-
forced concrete bui1ding， Fukui Prefectura1 Office. The main 
resu1ts obtained are as fo11ows 
1) The depth of alkali-lost in structural concrete was found to 
be 5.2 cm in the first f1oor， which is about the twice of the 
estimated one from the ever presented formu1a. In the second 
and the third f1oor， the value showed 3.6 cm and 1.9 cm respec“ 
tive1y. The rust was observed on reinforcing stee1 surfaces 
in the co1umns at a ha1f number of cases investigated. 
2) The mean va1ue of compressive strength of concrete cores was 
240 kg/cm~ and the standard deviation was 54 kg/cm2 • 
3) The mixing rpoportion of cement， fine and coarse aggregate 
was eva1uated as 1 1.82-2.07 2.88-5.02 in weight from the 
resu1t of 7000C heating fol1owed by hydroch1oric acid treatment 











材令54年の鉄筋コンクリ ー ト造建物の孟桁度の指標として コンクリ ー 卜の中性化傑さ ，鉄筋の腐
食程度を調奇すると共に， シュミ ッ トハ ンマ ー試験，超音波伝播速度測定及びコアの諸式験に よっ




庁舎所在地は制井市大手 3丁目 17需 1号 (旧
市井市城内丸の内 )であ るO
庁舎本館は鉄筋コンクリー卜造 3階建，東西
72m. 南北34m. 山の字型の平而を成してい る
(図 l参照 )0 佐築面積は 16 1 0 m2 • 延而積は
4660 m2 • 軒高は 1 9.6 mである O 基礎は松杭打，
外装はモルタル塗りである O 新築当時，屋根は













本館は大正10年 10月に着工し ，大正12年 4月に竣工しているO 設計者とし ては内務省内務技師の




















写真 3 福井県庁舎知事室(竣工当時 )D
写真 2 福井県庁舎本館 南面(竣工当時 )。
根の形は切妻にかわり ，屋根上の塔は復旧されな いま
まとな ったO 屋根は黒鉄板平葺きであ ったO 議事堂も
含め， 卜ラス，鉄板，板戸など修復費は計 100万円余 ，
であ ったとD という O
昭和23年 6月28日 福井地震で可成りの損傷をうけ
たo 福井地震 震害調査報告l)より，その被害の主 '
なものを拾うと次のようであるO
1 )各階廊下の隅角部にある柱はその上部又は下部
の鉄筋被覆コンクリ 卜ー が破壊し ，鉄筋が露出したO 戦災時の火害をうけたコンクリー卜が曲げ圧




4) 壁体は南北方向に所々亀裂が入 ったO 亀裂は何れも明断による斜状のものである0
5) 便所部分，手洗部分と本館との取合部分に亀裂が入ったO
昭和23年 12月，補強工事とし て柱脚の根巻き，基礎梁の新設が行なわれると共に廊下部梁下に鉄
筋コンクリ ートア ーチが設置された (図 2及び写真 7参照4))0階段は l階から 3階まで崩壊したの
で改め てっくり 直したO 南側と西側の外壁を塗り替え，屋根は瓦棒葺に葺き替えた O 翼部頂部の飾
金物もこのとき改めてっくり直したものをつけたO2) 
以上のように本館は戦火と地震に遭い，相当の損傷をうけており ，原形修復も 完全にはな されな











つい ても その一面を 明らかにすることが
できたO
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外壁では l階25ケ所. 3階 7ヶ所，内部柱面では l階27ケ所. 2階21ケ所. 3階30ケ所の測定結
果を整理すると，本館の変形はおおよそ次のようである O
東翼部は西方に，西翼部は東方に傾斜しており，その度合はそれぞれ 7/1000及び 12/1000とみ
なし得る O 建物の高さ 16mに対して換算すると建物軒部は地表部に対して東翼部では11cm. 西翼部
では20cm変位していることになる。
274 



























も認められる O これらの損傷は次に述べる老朽化現象が加わって一層著るしくなったものである O
東西方向には上述のようなひびわれは見当らず，図 6に示すように建物北面では左右対称形のハ


























































































写真10 本館北翼東面窓脇 写真1 東翼便所棟の外部
の老朽ひびわれ 老朽ひびわれ
東翼東面と北翼の窓上部には不規則な無数のひびわれが生じており ，火害によ るものと 思われるO
老朽化がこれに加わ って，ひびわれが拡大し ，窓楯が剥落寸前の状態に至っ ている部分も見 られる


















示す )0 また柱隅角部の被リコンクリ ー 卜も剥落叉は肌離れして剥落寸前であり ，主筋が露出して
いる O 小壁も下端コンクリートが焼け落ち，下端筋は長さ約 2mにわた って垂れ下が っているO こ
のような状況は東翼北部と西翼北部においてもほぼ同様である(写真13参照 )0 柱主筋 3本共露出


















中性化深さ (X cm )と経過年数(t)との関係としては在来(1)式が示されている3)






建物内部では廊下部分の柱と壁などに対し， 1階13ケ所， 2階15ケ所， 3階12ケ所を調査した結
果によれば，シックイとモルタル仕上部を除きコンクリート躯体の中性化深さの範囲はo-10cm以
上にわたっている O




(1)式の値に比べて 1階では約 2倍， 2階では1.3倍， 3階では O.7倍であるO
これらの調査箇所のうち鉄筋に鋪が生じている場合が約 5割に達した。
一方，これとは別途に l階柱16ケ所， 2階11ケ所， 3階 4ケ所の柱に対して鉄筋探知器により，





















超音波伝播速度は柱では 4.03-2.71 kmf町，平均値は 3.40km/sec. アーチ部分では 3.61- 2.25 klD/sec. 
平均値は 3.18klD/secで、あるO
この値が大きい程コンクリートの品質は良好と見なされており:1klDAecが普通とされるな 平均
値はこの 3klD/sec以上であるが この値以下を示したのは柱では 4ケ所(約 2割)あり，アーチで





反発係数は，旧本体部では平均 38.1， 標準偏差 4.35， 補強アーチ部では平均 36.8， 標準偏差4.90
である O ジャンカ部のため測定不可能の部位がそれぞれ 1ケ所づ、つあったO
反発係数(R )とコンクリートの圧縮強度(F )との関係としては. (2)式が挙げられている3
F ニ αR+s ……・…ぃ………(2)
α， s:常数 F : kg!cm2 
。はコンクリートの材令，乾湿などによって異なる数値となるが， αはほぼ13とされている O こ





なおコンクリートコアの圧縮強度試験結果にもとづいて • (2)式を表わすと (3)式のようである O







あったが，試験に供した17本のコアの圧縮強度は 15 3 -3 1 9 kg/cm2の範囲にあり，その平均値は
240 kg/cm2，母標準偏差は54kg/cm2である O 構造計算用のコンクリート強度としては 186kg/cm2を
期待できょう O
5.5 コンクリートの比重と調合分析
壁コンクリートコア 16本の湿潤比重は 2.14-2.54， 平均は 2.:)1であったO 一方スラプコンクリー
トコア 4本の場合の湿潤比重は， 2.01 -2.27で平均は 2.12であうたO
採取したコアのうち， 2階壁より 4試料， 3階壁より 1試料をとり， 7000Cに強熱後，塩酸処理
を行なう分析法によってコンクリー卜の調合を推定したO
その結果，コンクリートの重量調合比は，次の範囲にあるものとみなされる O





22田皿の鉄筋を柱の辺に 2- 3本，帯筋は 9mm筋で約30cm間隔に配置されている O 壁厚は 1階20cm，













1) 躯体コンクリートの中性化深さ平均は 1階で 5.2cm， 2階では 3.6cm， 3階では 1.9cm程度
であったO 柱主筋にまで中性化が達していると判定されるものは約 4割に及び，日Tり調査箇所の約
半数では鉄筋に錆が生じていたO
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